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Ａ．研究目的 

  

世界では、現在も年間 6万人以上の人が狂

犬病で命を落としており、隣国であるアジア

諸国ではいまだに犬の狂犬病を制圧できてい

ない。 

日本では、1950年に狂犬病予防法が施行さ

れて、1956年の患者と 1957年の猫とを最後

に国内で狂犬病に感染して死亡した人も動物

も報告はないが、狂犬病発生地域から愛玩動

物として飼養が一般化されていない動物が頻

繁に輸入されて、犬に対する対応のみでは国

内への狂犬病の侵入を阻止できない状況とな

った。 

これを受けて、1999年に狂犬病予防法が改

正されて狂犬病発生時の措置及び輸出入検疫

の対象動物に犬以外に猫、アライグマ、スカ

ンク、きつねが加えられ、４月１日から国内

発生時の届出、2000 年１月１日から輸出入

検疫制度の施行、2005年には「動物の輸入届

出制度」の実施が開始されて狂犬病に感染し

た動物の侵入防止対策が強化された。 

国内で行われている狂犬病の発生動向把握

は、医師による狂犬病と診断された患者の全

数届出（感染症法）とした獣医師による狂犬

病に罹患した若しくは疑いのあるイヌ等の診

断や死体検案の保健所長への届出（狂犬病予

防法）によって行われており、これまでに、

輸入狂犬の病患者が 1970年に 1名、2006年

に 2 名（いずれも東南アジアからの帰国邦

人）、2020年に 1 名（アジアからの就労者）

が報告されて、いずれも死亡している。 

欧米、南米、アフリカでは犬以外の野生動

物（キツネ、アライグマ、スカンク、コヨー

テ、コウモリ、マングース等）に狂犬病が流

行して拡大しており公衆衛生上の大きな問題

となっている。近年は、野生動物の狂犬病が

中国、台湾、スリランカ、シベリア、中央ア

ジアで報告されており、グローバル化した経

済・流通・観光などによる人や動物の移動の

増加によって海外から日本への狂犬病の侵入

や、これまでに調査されていなかった野生動

物に狂犬病が侵淫していなかが憂慮されてい

る。 

現在、狂犬病が国内で発生した場合を想定

して、『狂犬病対応ガイドライン 2001』と

『狂犬病対応ガイドライン 2013 －日本国内

において狂犬病を発症した犬が認められた場

合の危機管理対応－』に基づいた対応マニュ

アルの作成と発生時を想定した机上・実地訓

練等による体制整備強化が各自治体で行われ

ているが、狂犬病清浄地域とされてきた台湾

で野生動物（イタチアナグマ）に狂犬病が流

行していたことを受けて、2014年に『動物の

狂犬病調査ガイドライン』が「国内動物を対

象とした狂犬病検査実施について（平成 26 

年 8月 4日健感発 0804第 1号）」が都道府

県・保健所設置市・特別区の衛生主管部

（局）長に通知された。 

本研究の目的は、半世紀以上にわたる狂犬

病の発生がないなかで失われた獣医師及び関

研究要旨：狂犬病清浄国である日本に必要となる意識の改革を実現するために、自治体およ

び関係大学等で行われている技術研修会や演習等に参加して、狂犬病の発生を想定した効果

的に体制整備を強化するプログラムを逐次に研修等に取り入れてアドバンスさせるととも

に、これを支援する教材等の開発をおこなってこれらをパッケージ化した研修教材 DVD を

作成した。狂犬病対策の現場をリアルに伝える教材等は獣医師や愛玩動物看護師を養成する

大学の卒前や卒後の公衆衛生学教育に使用することで、自治体に必要とされる次世代の人材

を効果的に育成することもできると考えられた。臨床獣医師についても教材を獣医臨床視座

で研修や演習に利用することで狂犬病が市中で疑われた場合に臨床獣医師に求められる自

治体との連携強化を促進できると期待された。また、国内で狂犬病を経験できない臨床獣医

師や自治体の狂犬病担当者が近隣アジア諸国の狂犬病専門家とホットでリアルな流行地域

の知見や現場で実施される対策と課題を共有できるプログラムを研修等に取り入れること

で、狂犬病に対する獣医師の意識を効果的に改革できると考えられた。 
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係者の狂犬病に対する危機感や予防意識につ

いての改革を促進するための対応策を検討す

ることである。  

 

Ｂ．研究方法 

⚫ 狂犬病清浄国である日本に必要となる意

識の改革を実現するために自治体および

関係大学等で行われている技術研修会や

演習等に参加して狂犬病の発生を想定し

た効果的に体制整備を強化するプログラ

ムを逐次に研修等に取り入れてアドバン

スさせるとともにこれを支援する教材等

の開発を行った。 

⚫ 狂犬病予防に係るステークホルダー（国

や自治体の関係者、公衆衛生領域の公務

員獣医師、市中の臨床獣医師、大学等教

育機関の関係専門家等）と危機意識等の

効果的な啓発方法とこれに必要な教材等

について意見交換や関連資料の収集およ

び検討を行って狂犬病に対するステーク

ホルダーの意識について現状の把握と課

題について整理をした。 

⚫ 国や自治体の狂犬病体制整備の強化につ

ながる獣医大学および動物看護大学等に

おける卒前・卒後の獣医公衆衛生学教育

について検討を行うとともに、市中の臨

床獣医師と市民に対しても効果的な意識

の改革を行う方法について検討を行っ

た。 

⚫ 狂犬病予防対策を担当する自治体での狂

犬病調査に必要となる動物脳検体の解剖

と取り出し方法を普及するのに効果的な

解剖手技３Dデジタル映像教材を宮崎大

学 CADICとの共同研究によって開発を行

い実技研修でその効果を検証した。 

⚫ 国内で狂犬病を経験できない臨床獣医師

や自治体の狂犬病担当者のために近隣ア

ジア諸国の狂犬病専門家とホットでリア

ルな流行地域の知見と対策の課題を共有

して研修プログラム等に取り入れた。 

⚫ 狂犬病清浄国である日本に必要となる狂

犬病発生時の体制整備を効果的に強化す

るための研修・実習・演習で使用する教

材や資料等を取りまとめてパッケージ化

した DVD（狂犬病の対策に係る映像・資

料集）の作成を行った。 

※ （倫理面への配慮）ヒトを対象とした研

究、動物を対象とした研究、ヒトゲノ

ム・遺伝子、ヒト幹細胞、あるいは遺伝

子治療を対象とした研究には相当しな

い。 

 

Ｃ．研究結果 

■ 狂犬病の意識改革に係る利害関係者

（Stakeholders：ステークホルダー） 

狂犬病対策における意識改革に必要となる

対応策を検討するために狂犬病の予防と対策

に係るおもな利害関係者についてその職域等

と役割について整理を行った（図１）。 

動物由来感染症に特異な感染源動物とこれ

を取り巻く環境を反映した多様なステークホ

ルダーの意識をワンヘルスなアプローチで連

携させることによって狂犬病に対する効果的

でバランスの取れた対策とその普及啓発を促

進できると考えられた。 

※参考資料 

・ WHO: Expert consultation on rabies, 

Third report. Tech Rep Ser 1012, 

2018. 

・ WHO: Expert Consultation on Rabies, 

Second report. Tech Rep Ser 982, 

2013. 

・ WHO: Expert Consultation on Rabies, 

First report. Tech Rep Ser 931, 

2005. 

自治体ではガイドラインに基づいた実際的

な狂犬病対応マニュアルの作成とこれを社会

状況に応じた逐次の更新が必要である。自治

体の関係部局間で緊密な連携の構築を行いな

がら役割の分担を明確にすることで、疑い検

体の取り扱いから、解剖・検査・診断までの

初動対応が容易かつ遅滞なく実施できるよう

になる。また、疑い事例の検体検査や野生動

物等への狂犬病侵淫を把握するために技術研

修会を継続的に実施して関係部局間の連携構

築を促進すると野生動物を含めた狂犬病のモ

ニタリングやサーベイランスの基盤が強化さ

れると考えられた。 

市中では獣医臨床で動物の狂犬病疑い判断

と法律に基づいた検診および自治体への報告

が行われるが、狂犬病の正しい知識を市民に

伝えるためのリスクコミュニケーションのス
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キルが重要となる。自治体担当部局と緊密な

連携を構築することで狂犬病の公衆衛生対策

（危機管理対応）を担っていることが明確化

できる。 

獣医大学ではアカデミー視点で公衆衛生獣

医師の育成がおこなわれているが、卒前の教

育で狂犬病に係る自治体のリアルな取り組み

を学生が体験できれば公衆衛生の動物由来感

染症対策で活躍する獣医師の現場を正しく理

解することができると同時に実践的なカリキ

ュラム等の構築も可能になると考えられた。

また、波及効果としてアカデミーの研修施設

等を活用した自治体の狂犬病実習や演習を卒

後教育として行うことができれば県境を越え

た自治体間の情報共有と連携の強化を促進す

ることが可能になると考えられた。 

※参考資料 

・ 狂 犬 病 対 応 ガ イ ド ラ イ ン 2001 

[https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/

kekkaku-kansenshou18/pdf/05-01.pdf] 

・ 狂 犬 病 対 応 ガ イ ド ラ イ ン 2013 

[https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/

kekkaku-

kansenshou18/pdf/guideline2013.pdf] 

・ 動物の狂犬病調査ガイドライン（2014） 

[https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/

kekkaku-kansenshou10/dl/140826-

01.pdf] 

 

■ 狂犬病予防に係る技術研修および演習に

おける効果的な意識改革について 

国が主催する狂犬病予防業務ブロック技術

研修会では自治体の関係施設等を利用して近

隣自治体と連携した研修会を開催しており、

①検体入手方法・解剖・検査に係る実技習熟、

②検体の移送・取り扱い・廃棄等の方法習得、

③施設・器材・手技・安全確保・関係知見等の

理解が効果的に促進され、また、技術研修会で

行われているグループ演習によって、①狂犬

病の体制整備に関する実例の共有、②アクテ

ィブラーニング等を利用した体制整備の現状

把握と課題等の抽出及び対策の検討、④ウイ

ルス学や危機管理に必要な科学的知見等の共

有が行われることで参加者の意識の改革を効

果的に促進している。 

研修によって自治体ブロック内のネットワ

ークが強化されると自治体単独では困難な県

境を跨いだ動物の狂犬病調査や解剖・診断技

術の習得と普及が容易になると期待された。 

研修後に各自治体内で技術の伝達と継続し

た訓練等を行うことで技術伝達と訓練等が効

果的に持続できると考えられた。自治体の施

設等整備状況、関係部局間の連携、人員と予算

の継続的な確保については自治体間でそれぞ

れ異なってはいるが、地域ブロック内の自治

体間連携を強化することで、県境を跨いだ対

応策が必要となる越境性の高い動物由来感染

症に備えた体制整備の強化が可能になると考

えられた。 

 

■ 狂犬病の体制整備強化における自治体関

係部局の役割 

Ⅰ 本庁・保健所 

 海外での流行状況を把握 

 狂犬病の症状と潜伏期 

 曝露リスクの理解 

 病院、保健所および衛生研究所との連携

強化 

 臨床医と獣医師への啓発 

・ 狂犬病の」感染が拡大する可能性のある

場所、時期、事象（感受性動物の生息場

所・密度・繁殖時期など）を把握する 

・ 検査実務者の安全確保（機材、ワクチン

接種、検体運搬、剖検、検査、廃棄法の

整備） 

・ 安全な動物の捕獲、検体の取り扱い、採

材と検査法（輸送方法・滅菌方法・PPE

脱着法）の整備と習熟 

・ 感染疑い動物の異常認知の目安（部局間

で確認して早期に発見） 

・ 疑い症状の把握と行政対応および曝露時

の対応病院を確認 

Ⅱ 動物愛護管理センター 

 収容動物の行動履歴と捕獲場所を把握 

 関係者の安全確保（対応職員の曝露後予

防策） 

 曝露予防（体液・死体の処理） 

 収容犬の健康観察（異常探知による早期

摘発） 

 飼い主への啓発（症状や予防接種への理

解） 

・ 収容犬の記録と管理方法の整備 
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・ 疑い動物の早期発見による被害の最小化 

・ 捕獲後の人や動物への感染拡大防止（個

別管理、空調・使用機材等の扱い、PPE

着脱、消毒など） 

・ 疑い動物の観察、病態記録、死後の解剖

と採材 

・ 平時の啓発（咬傷事故での飼い主責任、

野犬の餌付け・放し飼いの課題） 

Ⅲ 地方衛生研究所 

 海外での流行状況把握 

 患者の曝露場所把握と接触者対応／動物

のワクチン接種歴確認と伝搬防止への助

言 

 疑いを含めた動物の検査は曝露患者の把

握に重要 

 収迅速な検査と結果共有と医療機関への

アドバイス 

 ウイルスのゲノム情報を把握して輸入株

の特定 

・ 海外の検査法把握、トラブルシューティ

ング、検査における事故等の情報共有 

・ 安全、正確、迅速な検査で的確な行政対

応を可能にする 

・ 野外検体の検査法や陰性経験蓄積で陽性

判定を確実にする 

・ 病原体の同定で原因を特定／正確な検査

成績でインフォデミックを抑制 

・ 感染防御策の行政判断における時期、規

模、調査対象動物種の判断根拠（ゲノム

情報の利用） 

 

■ 狂犬病予防に係る効果的な自治体担当者

の啓発方法とこれに必要な教材について 

狂犬病に対する獣医師及び関係者の効果

的な意識改革を進めるために宮崎大学CADIC

と共同でICT機器を駆使した技術研修教材の

開発を行った（図２）。同教材の作成では、

台湾事例を踏まえた野生動物の狂犬病モニ

タリングやサーベイランスの実施も可能に

するため東京都が開発した頭部の簡易解剖

法を３Ｄ映像にして実習生が手元のiPadで

360度の視野から手技の検証ができるように

なっている。 

※参考資料 

・ 長井彰吾，安田千登勢，佐藤 克，井上 

智．ニッパーを用いた小型動物の開頭方

法の検討～「３ステップ」でできる、簡

便・安全・確実なアプローチ～．獣医公

衆 衛 生 研 究 （ Journal of Japan 

Association of Public Health 

Veterinarians）／令和元年度調査研究発

表会 特集号．22-1：6-29，2019． 

 

■ 野外における野生動物の安楽死等の方法 

国内で硝酸ストリキニーネをけい留犬や非

けい留犬の薬殺に使用することは、国際機関

（OIE等）において動物福祉の観点から受け入

れられない方法であり、国際世論の視点から

も動物愛護および福祉の観点において硝酸ス

トリキニーネに代わる薬剤の使用が強く求め

られている。 

現在、日本野生動物医学会において「苦痛度

判定と安楽殺に関するガイドライン作成委員

会」によって、米国獣医学会の動物の安楽死指

針（AVMA Guidelines for the Euthanasia of 

Animals: 2020Edition）を踏まえた欧米と日

本の社会性の違いも考慮した各動物種の致死

処置についてのガイドライン作成が行われて

おり、狂犬病の発生を想定した当該動物の安

楽死の方法についてもこれに準拠して行うこ

とが望ましいと考えられた。 

※参考資料および書籍 

・ 動物の安楽死指針（安楽死ガイドライン：

2020年版）。監訳：日本実験動物医学専門

医協会（JCLAM）、訳者代表：黒沢 努、鈴

木 真。アドスリー（2022） 

・ AVMA Guidelines for the euthanasia of 

animals: 2020 EDITION 

[https://www.avma.org/sites/default/

files/2020-01/2020-Euthanasia-Final-

1-17-20.pdf]  

※本ガイドラインは安楽死の基準を設定

し、適切な安楽死の方法と薬剤を指定し、

獣医師が専門家の判断を下すのを支援す

ることを目的としており、安楽死は動物

が死に至ること以上のものを含むプロセ

スであることを認めて適切な方法と薬剤

の説明のみでなく、安楽死前（鎮静など）

を含めた動物の適切な取り扱い方法の検

討と、これを適用した動物の遺体処理の

重要性に言及している。本文では安楽死

の倫理と動物福祉についても論じられて

https://www.avma.org/sites/default/files/2020-01/2020-Euthanasia-Final-1-17-20.pdf
https://www.avma.org/sites/default/files/2020-01/2020-Euthanasia-Final-1-17-20.pdf
https://www.avma.org/sites/default/files/2020-01/2020-Euthanasia-Final-1-17-20.pdf
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いる。第 2 章で安楽死に使用する薬剤と

使用方法を網羅しており、第 3 章では実

験動物（げっ歯類）、家畜動物、イヌ、ネ

コ、フェレット、霊長類（ヒトを除く）、

実験用ウサギ、実験用魚類・両生類・爬虫

類について取りまとめられている。 

・ 動物の殺処分法に関する指針（環境省, 

2007 ）

[https://www.env.go.jp/nature/dobuts

u/aigo/2_data/laws/shobun.pdf] 

本指針は、野生動物に限らず動物の殺処

分に関する基本的な指針として 1995年に

告示され、2000年、2007年と改正された

ものである。第 3条に「殺処分方法」とあ

るが具体的な推奨方法は示されておら

ず、「できる限り殺処分動物に苦痛を与え

ない方法」の解釈及び運用を各自治体や

実施者の判断に委ねる現状の背景となっ

ている。 

・ 外来生物に対する対策の考え方（日本獣

医 師 会 , 2007 ）

[http://nichiju.lin.gr.jp/kousyu/pdf

/h19_07_yasei.pdf] 

特定外来生物の安楽殺処分に関する指針

（資料 1（P.13～））と別表に具体的な方

法が紹介されている。特定外来生物に限

られ、不動化後に安楽殺薬剤を投与する、

いわゆる二段階麻酔の方法が齧歯目、食

肉目、偶蹄目、霊長目等の幅広い哺乳類

の安楽殺処分基準として明記された。別

表下の注釈に、二酸化炭素の使用も選択

肢の一つである旨の記載がある。 

・ 東京都自然環境保全審議会鳥獣部会資料

2 － 5 （ 東 京 都 , 2021 ）

[https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.j

p/basic/conference/nature/taskforced

ocuments.files/03-12-01_siryou2-

5.pdf] 

第 13 次鳥獣保護管理事業計画において

【捕獲した鳥獣を致死させる場合のでき

る限り苦痛を与えない方法】を 2019 年の

改正 動物愛護管理法に従い AVMA 指針を

意識して更新された。自治体として最も

詳細な資料であり、捕獲した鳥獣の致死

処置として現場で想定される方法に対し、

AVMA 指針の評価基準をそれぞれ示してい

る。 

 

■ 狂犬病の発生を想定した研修・実習・演

習 

・ 2024年 7月 3 日：第 23回さいたま市狂

犬病予防協会定期総会・研修会．プラザ

ウエスト，さいたま市，埼玉県 

・ 2024年 12月 4日-6日：令和 6年度狂犬

病ブロック技術研修会（近畿ブロック＋

α）．主催：厚生労働省健康・生活衛生

局感染症対策部感染症対策課．国立感染

症研究所（戸山庁舎・村山庁舎），新宿

区戸山・武蔵村山市，東京都 

・ 2025年 1月 15 日-17日：第 12回九州・

沖縄地区狂犬病診断研修会．主催：宮崎

大学産業動物防疫リサーチセンター・宮

崎県福祉保健衛生管理課・厚生労働省健

康・生活衛生局感染症対策部感染症対策

課．宮崎大学木花キャンパス（農学部

棟・獣医研究棟・附属図書館），宮

崎市，宮崎県． 

 研修後のアンケート結果（図３）。 

 

https://forms.office.com/Pages/Analy

sisPage.aspx?AnalyzerToken=DZHYhUWoP

SV5YqA2P7XNuJ76gFNRespy&id=zc_1xHImk

UmY-

IdwQvXJs8UYUa25N5VHrbJsB4hPgthUQVNDV

kdXTURQTkNGUEg2WVBEWkxFOThNUC4u 

宮崎大学での本研修（技術研修・演習）で

は獣医公衆衛生学教育の一環として学生が参

加することによって、狂犬病に係る卒前の意

識改革が可能となり、国と自治体の狂犬病体

制整備に必要となる次世代の人材育成として

も期待された。 

 

■ 台湾で流行しているイタチアナグマの狂

犬病 

台湾では、2013 年に最初のイタチアナグマ

（FFB）の狂犬病が確認されてからその流行

地域は常に台湾島内の 6県と 3市（北から南

に、台中市、南投県、雲林県、嘉義県、台南

県、高雄市、花蓮県、台東県、屏東県）に限

られてきた。これらの地域が大安渓とその東

側にある和平渓の南に位置していることから

両川によって台北市への流行拡大が阻止され

https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/laws/shobun.pdf
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/laws/shobun.pdf
http://nichiju.lin.gr.jp/kousyu/pdf/h19_07_yasei.pdf
http://nichiju.lin.gr.jp/kousyu/pdf/h19_07_yasei.pdf
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/basic/conference/nature/taskforcedocuments.files/03-12-01_siryou2-5.pdf
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/basic/conference/nature/taskforcedocuments.files/03-12-01_siryou2-5.pdf
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/basic/conference/nature/taskforcedocuments.files/03-12-01_siryou2-5.pdf
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/basic/conference/nature/taskforcedocuments.files/03-12-01_siryou2-5.pdf
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ていると考えられてきたが農業省動植物検査

局（APHIA）が毎年実施している FFB の狂犬

病サーベイランスによって FFBの狂犬病ウイ

ルスが大安渓を渡って大安渓の北部に位置す

る苗栗県に侵入したことが明らかとなった

（図４）。今後、大安渓および和平渓の北部

地域で新たに FFBの狂犬病が流行する可能性

が懸念されている。 

※参考資料 

・ 狂犬病臨床研究会 ニュースレター

Vol.16.2024.3 p3-15 （邦文訳あり） 

The impact of river and mountainous 

terrain on the spread of Formosan 

ferret-badger (Melogale moschata 

subaurantiaca) rabies in Taiwan  

台湾における台湾イタチアナグマの狂犬

病蔓延における河川と山岳地帯の影響 

Authors：邱垂章(Chwei-Jang Chiou)1、

許添桓(Tien-Huan Hsu)2 楊丞堯(Cheng-

Yao Yang)2 董光中(Kwong-Chung Tung)2 

鄭清薰(Ching-Hsun Cheng)1 林中晴

(Chung-Ching Lin)1 賴政宏(Cheng-Hung 

Lai)2* 費昌勇(Chang-Young Fei)3 

Affiliations of authors  

1. 農業部動植物防疫檢疫署 Animal and 

Plant Health Inspection Agency 

(APHIA), Ministry of Agriculture, 

9F., No. 100, Sec. 2, Heping W. Rd., 

Zhongzheng Dist., Taipei City 100060, 

Taiwan (R.O.C.)  

2.國立中興大學 College of Veterinary 

Medicine, National Chung Hsing 

University, No. 145, Xingda Rd., 

South Dist., Taichung City 402204, 

Taiwan (R.O.C.)  

3. 國立臺灣大學 School of Veterinary 

Medicine, National Taiwan University, 

No. 1, Sec. 4, Roosevelt Rd., Daan 

Dist., Taipei City 106319, Taiwan 

(R.O.C.) 

 

■ 国や自治体等の意識を改革するのに効果

的な研修・実習・演習の教材パッケージ

化 

本研究で作成した研修および実習を支援す

る映像及び関係資料がパッケージされた DVD 

を関係自治体等に提供する予定である（図

５）。 

意識改革を効果的に促

進する映像等 DX教材

を有効に活用するため

には随時ないし逐次に

閲覧・視聴可能な IT

ネットワークを構築し

て必要な基礎教材を各

ステークホルダーで共有してその取り組みを

普及・啓発することのできる持続可能な仕組

みの構築が必要と考えられた。 

 

■ 狂犬病の市民公開講座アーカイブ（狂犬

病：怖いけどなんとなく謎めいた感染症

／２０２２年９月２０日実施）

https://www.youtube.com/watch?v=Wy99m

b7aYdA 

概要：狂犬病をご存じです

か？陸生の食肉目と翼手目

で流行しているリッサウイ

ルスによる感染症です。す

べての哺乳類が感染するのになぜ犬なの

か。治療法がなく発症したら 100％死亡す

るこの感染症との上手な付き合い方をそ

の感染メカニズムとともに公衆衛生対策

の視点から皆さんと一緒に学んでみたい

と思います。 講演名： 狂犬病：怖いけ

どなんとなく謎めいた感染症  

※ 参考：国立感染症研究所チャンネル【公

式】 

・ 令和 4年～令和 6年度に

開催した感染研市民公開

講座 知らなかった、感

染症の「へぇー、そうだ

ったんだ！」の動画アー

カイブ 

 

Ｄ．考察 

狂犬病の発生が半世紀以上にわたり報告さ

れていない日本がこれからも狂犬病清浄国で

あり続けるためにはヒト対策とともにヒトの

感染源となる野生動物をふくめた動物対策の

継続を維持しなければならない。特に感染源

動物対策を担う獣医師を中心とした関係ステ

ークホルダーにおいては常に意識の改革をお

https://www.youtube.com/watch?v=Wy99mb7aYdA
https://www.youtube.com/watch?v=Wy99mb7aYdA
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こなって危機意識の低下を防ぐとともに狂犬

病清浄国に至適な対策の強化を可能にするこ

とが大切である。 

海外では、現在も年間 6万人もの人が狂犬

病で命を落としており、隣国であるアジア諸

国ではいまだに犬の狂犬病を制圧できていな

い。欧米、南米、アフリカでの犬以外の野生

動物（キツネ、アライグマ、スカンク、コヨ

ーテ、コウモリ、マングース等）における狂

犬病の流行拡大や、近年のアジア地域で報告

されている野生動物での新たな狂犬病流行

は、グローバル化した流通や経済等によって

国外との行き来が頻繁となった日本において

も海外から狂犬病が持ち込まれる可能性のあ

ることを示唆している。あらゆるリスクがゼ

ロとはなりえないことは既に新興再興感染症

や震災等を経験して肌で感じるところであ

る。 

台湾で報告された野生動物の狂犬病アウト

ブレイクでは、行政と医療・獣医療これに環

境や生態の専門家をくわえたワンヘルスによ

る初動対応が迅速に行われたのは、事前に準

備されていた患者と動物の正確な診断系の構

築、流行拡大を正確に把握して発生の予防を

確実に可能にするための人と動物の疫学サー

ベイランス）によるところがとても大きい。

日本では狂犬病予防法と感染症法を軸に体制

整備の強化が行われてきているが、自治体に

おける患者や動物の診断体制維持や野生動物

をふくめた動物の狂犬病調査についてはまだ

まだ多くの課題を抱えている。 

現在、日本は狂犬病予防法ならびに関係者

の努力の成果として世界でも稀な狂犬病清浄

国ではあるが、動物の狂犬病を最初に検診す

る可能性の高い獣医師並びに獣医療関係者に

ついても狂犬病に対する意識改革の必要が指

摘されている。 

自治体で準備が進められてきた体制整備の

強化をより実際的なものにするためには、獣

医臨床との緊密な連携を構築して市中で狂犬

病が発生した場合に官民共同での迅速で冷静

な初動対応を可能にする仕組みとともに、近

隣アジア諸国で報告の増えている野生動物の

狂犬病に対するモニタリングやサーベイラン

スの実施を可能にする対応策について検討が

必要である。 

本研究では、狂犬病発生時の体制整備強化

を促進するために、自治体及び関係大学等で

行われている研修や演習等に関係専門家とし

て参加しながら意識改革につながる効果的な

研修・実習・演習のプログラム構築と関係す

る教材の収集とともに、その使用方法等を検

討してこれらをパッケージにした DVD（狂犬

病の対策に係る映像・資料集）の作成を行っ

た。 

狂犬病清浄国で狂犬病に対する獣医師及び

関係者の意識改革を進めるためには、国内で

経験することのできない狂犬病の現場知見を

リアルかつ逐次に共有することで動物由来感

染症に関わる専門家としての価値観と意識を

高めることが必要である。特に、近隣アジア

諸国のホットな話題は危機感の喪失した清浄

国が狂犬病の真の脅威を理解するとともに、

現行法で可能な対策とその限界を見極めるた

めの効果的な教材であると考えられた。 

また、同教材は自治体の現場だけでなく獣

医師や愛玩動物看護師の教育に必要な獣医公

衆衛生学等の研修や実習等に活用すること

で、狂犬病対策の現場をリアルかつ実際的に

体感する卒前・卒後教育として狂犬病対策を

行える人材育成に有効であることが期待され

た。 

狂犬病発生時の初動対応では獣医臨床と自

治体との緊密な連携による迅速対応が必要で

ある。臨床獣医師等においても作成した研修

教材を利用した研修や演習を行うことで自治

体担当部局と連携の構築が促進される。狂犬

病の脅威を正しく理解した臨床獣医師によっ

て市民の至適な啓発が可能になる。 

狂犬病による健康危害の最も重要なステー

クホルダーである市民とともに狂犬病の正し

い知識と施策の正しい理解を共有することが

できれば、市民を交えた持続可能な開発目標

（SDGs：Sustainable Development Goals）

を設定して、顧みられない熱帯病（NTD：

Neglected Tropical Diseases）といわれて

いる狂犬病という動物由来感染症

（Zoonosis）の対策をワンヘルス（One 

Health）の視座でより効果的な対策実施への

アプローチが可能になると考えられた。 

 

Ｅ．結論 
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狂犬病清浄国である日本に必要となる狂犬

病の発生時を想定した体制の整備を強化する

ための意識改革を継続して行うために効果的

な研修プログラムと、これを支援する教材パ

ッケージ DVDを作成した。 

開発した教材等の活用は、自治体の担当者

の意識改革とともに、獣医大学や動物看護大

学の獣医公衆衛生学の卒前・卒後教育に使用

することで、狂犬病対策の現場をリアルかつ

実際的に体感して危機管理の意識を変革して

狂犬病の体制整備に必要となる国と自治体の

人材確保にもつながることが期待された。同

様に臨床獣医師においても研修教材を応用し

た獣医臨床視座の研修や演習を行うことで狂

犬病が市中で疑われた場合の獣医臨床と自治

体との連携体制の構築と強化が期待された。 

国内で狂犬病を経験することのできない自

治体の狂犬病担当者や臨床獣医師にとって近

隣アジア諸国の狂犬病関係者とのホットな現

場知見を共有することは市中の動物由来感染

症に関わる専門家としての価値観と意識を高

めて関係専門家として市民の意識啓発を寄り

添って効果的に行うことが可能になると考え

られた。 

 本研究によって得られた成果を以下にま

とめた。 

・ 研究成果を利用して、狂犬病対策に対す

る国・自治体・獣医大学・獣医師臨床等の

職域間、地域間の温度差を埋めて意識改

革の強化と促進することが可能になった。 

・ 研究成果を活用して、狂犬病の感染源動

物対策に必要となる医療対応と市中対応

の要となる国や自治体の多様な関連部局、

獣医臨床、市民団体を有機的にワンへル

ス連携させることが可能になった。 

・ 研究成果を利用した研修等で、狂犬病対

策の多様なステークホルダー（例：医療域

と獣医領域、公衆衛生部局と環境部局な

ど）をワンへルスにつないで体制の整備

と連携構築を促進することが可能になっ

た。 

・ 獣医大学や愛玩動物看護大学の獣医公衆

衛生学教育での狂犬病に対する卒前及び

卒後の意識改革への取り組みが容易にな

り、国と自治体の次世代の人材育成への

波及効果が期待された。 

・ 台湾で流行している野生動物の狂犬病対

策とその課題を共有することによって、

日本国内の野生動物も視野に入れた動物

の狂犬病調査を行い得ることが期待され

た。 

・ 狂犬病清浄国である日本で狂犬病の発生

を想定した効果的な技術研修や演習によ

って体制整備を強化することが期待され

た。 

・ 意識改革を効果的におこなう映像等 DX教

材を随時ないし逐次に閲覧・視聴可能な

IT ネットワークの構築が教材の普及に有

用と考えられた。 

・ 狂犬病の各ステークホルダーを効果的に

意識改革できる方法の構築が期待された。 

・ 本研究で作成した研修および実習を支援

する映像及び関係資料のパッケージ DVD

を関係自治体等に提供する予定である。 
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図１．狂犬病の感染源動物対策において意識改革が求められる主要な利害関係者 
 

 

 

 

図２．ICT機器を駆使した技術研修教材の開発 
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図３．研修後のアンケート結果（抜粋） 

 

 

 

図４．大安渓の渇水時期（２月～３月） 
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図５．狂犬病の対策に係る映像・資料集（ジャケットと DVD-盤面） 
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